
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2507 号 
 

2021.7～2022.6 
会   長 森本博明 
副 会 長 北村公一 
幹   事 小川佳伸 
雑誌･広報･会報委員長 

澤木政光 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

創立 1959 年 6 月 16 日 

 

 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

2021～22 年度 
国際ロータリー会長 

Shekhar Mehta 
(奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために) 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内    
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30 分より  

事   務   局：10 時～16 時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： www .s un -i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/ 

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 
 
「人間らしさとは」 

2021-22 年度 会長 森本博明 
 
 

8 月 17 日大阪でもまた 9 月の 12 日まで緊急事態宣言が延長されました。それに伴い 9 月の第 1 回例会も

休会とさせていただきます。 
昨日 8 月 23 日には当クラブとしての初めてのウエブナビ（Zoom ズーム）による談話室が開催されました。 
地区主催の会議及びセミナーもほとんどがズームに変更されております。先行きが不透明な中、社会、世界

が、大きく変化してきており今後ロータリーはどの様に活動をして行くべきかが課題です。通常例会、Zoom
による例会、Zoom を併用したハイブリッド型例会(例会参加者と Zoom 参加者)など考慮が必要だと思われま

す。 
当クラブでも会長、幹事、副会長、SAA 内で Zoom による会議を行い、回数を重ねるごとにズームに対応で

きるようになってきました。8 月 1 日には Zoom による理事会を開催し、9 月の理事会も Zoom での開催を予

定しております。 
ところで自動車を運転される方はご存知かと思いますが、今はほとんどの自動車がオートマチック車です。

昔の自動車はマニュアル車が主体でした。そしてラーヒ付き（ラジオ、ヒーター付きがオプションの自動車）

がデラックス車と私の父から聞かされました。しかし今ではラジオ、ヒーターは当たり前でカーナビ、ETC、

ABS、衝突安全ボデー、バックモニター等、次々と新たな装置が装着されております。 
人類は不便を便利にする為に様々な事が進歩してきました。しかし本来、人間が兼ね備えている感覚を機

械、AI に頼りすぎ、もしもの時の不安材料もあり、あまり過信しない方が賢明かもしれません。今コロナ禍

の中、コミュニケーションの手段が急速に変化してきています。新たな手段には戸惑いもありますが、今一

度この大きな変化の中、人間らしさとは何か考える時期に来ているのかも知れません。 
 

 

                           

     

 

次 回 （ 9 月  7 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「コロナウィルスと 

ワクチンの基本科学について」 

 

卓 話 担 当 ：Yugoviandi Primanda Mamahit  
 

本 日 （ 8 月 2 4 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「インスリン発見 100 周年 よもやま話」 

 

卓 話 担 当 ： 松 山 辰 男   
 

 

令和 3 年 8 月 24 日 

 



○幹 事 報 告○ 
 

・〈公財〉米山記念奨学会より 

「ハイライトよねやま ２５７」が届きました。 

▼全文は、こちらよりご覧ください。  

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/sum

mary/highlight257_pdf.pdf 

✑ 掲 示 板 ✑ 

・情報集会は中止いたします。 

・地区公共イメージ向上セミナー 

 日  時：2021 年 8 月 28 日（土） 10：00～11：30 

 開催方法：Zoom ウェビナー 

・クラブ青少年奉仕合同委員長会議   

 日  時：2021 年 8 月 28 日（土） 13：30～16：30 

 開催方法：Zoom ウェビナー 

・クラブ米山委員長・カウンセラー研修会 

 日  時：2021 年 9 月 4 日（土）  10：00～12：00 

  開催方法：Zoom ウェビナー 

・地区ロータリー財団セミナー 

 日  時：2021 年 9 月 4 日（土）  14：00～17：00 

 開催方法：Zoom ウェビナー 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・9 月 18 日（土）～20 日（祝）に予定されておりまし
た秋の RYLA（ホスト：摂津 RC）は、10 月 30 日（土）、
31 日（日）、11 月 3 日（祝）（日帰り）に変更されま
した。 

 

✑8月 10日の誌上卓話✑ 

 

「コロナ禍とロータリー活動」  

 

                       卓話担当：北村 公一 

 

昨年来新型コロナウイルス感染症（以下コロナと略す）が全世界に蔓延し、各国はその対応に悩まされて

います。コロナについてはすでに木村正治会員が当クラブの卓話で詳細にお話されていますので重複を避け

てお話します。中国での初発例からほぼ 1 年 7 か月を経過した今日、日本では第 5 回目の緊急事態宣言下に

あり収束することなく、令和 3 年 8 月 9 日時点での日本のＰＣＲ陽性者（厚生労働省発表のデーターでは感

染者ではなくＰＣＲ陽性者）は累計 1,040,009 人、死者数は累計 15,290 人、入院治療者 126,268 人、うち

重傷者 1,230 人の状況でなお感染は拡大しているとマスコミは大々的に報じています。 

＃ コロナは怖いものなのか？ 

コロナ感染数（厳密にはＰＣＲ陽性者）が毎日のように報告されていますが約 8 割は無症状～軽症で 2 週

間後には元の生活に戻っていることをみてもこれまでのウイルス感染症のなかでもコロナは弱毒性にするが、

しかしとくに基礎疾患のある高齢者にとっては厳しい疾患とおもわれます。現在拡大しているのは 

9 月といえば、 

色々な秋の草花が見頃を迎える時期で、 

ハギ、キキョウ、クズ、フジバカマ、オミナエ
シ、オバナ、ナデシコ 

秋の七草はお月見のお供えでもお馴染みの初秋
を代表する花ですよね。 

 また、9月後半の秋の彼岸の頃になると、彼
岸花が一斉に咲き始め全国各地の彼岸花の群生
地は多くの見物客が訪れ、賑わいを見せます。 

 

 

 
 

   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

δ 株でこれまでの従来株の α 株より感染力が強いが弱毒化しているとの報告もあります。コロナ診断の根

拠とされているＰＣＲは鋭敏ですが鼻腔等にウイルスあるいはウイルスの断片が存在していることを証明

しているに過ぎないのでＰＣＲ陽性者のなかには感染症でないＰＣＲ陽性者も含まれており、真のコロナ

の実数は明らかではありません。一方死亡者についての最近予測では 2021 年末時点での死者数は累計で

約 24,000 人と推定されているが、死因の如何にかかわらずＰＣＲ陽性者であればすべてコロナ死として報

告されている現状からコロナ死の実数も正確ではありません。感染者数や死亡者数は各自治体発表の集計

であり、これをもとにしたマスコミの報道に対して過剰におそれることなく実態をよく理解し、コロナ対

応には医学的のみならず社会的、経済的生活を含めた幅広い対処が必要と思います。 

＃ なにが生きる上で大切か。感染症対策のみでよいのか？ 

報道を見る限り各国のコロナへの取り組みはロックダウンから自然感染に委ねるまでさまざまでありそれ

にワクチン接種が加わります。とくに感染抑制を主目的としたロックダウンのような強硬手段には批判が

あります。 

「現状のコロナは爆発的に増えても集中治療をおこなわねばならないのは患者のわずか４％にすぎない。

なぜ、ロックダウンをとらねばならないのか。死者に対して葬儀も行わず、埋葬もされず、遺体に親族さ

え会わせないような、死者に敬意を払わない社会はどうなのか。生存以外のいかなる価値も認めない社会

とは一体何だろうか。」とジョルジエ・アガンベンは問うた。「犠牲者は高齢者に集中しており社会構造を

決定づける人口動態に新しい変化はない。これくらいの規模の感染症を文明の危機や社会のラディカルな

変容としてとらえるべきではない。高齢者を守るために若者の生活を破壊するのは社会には大きな禍根を

残す（エマニュエル・トッド）。「若者の死亡リスクは高齢者や病弱者より千倍以上低いので、集団免疫に

到達するまで集中的保護を行い、社会的被害を最小化に抑えるために学校や大学やレストラン等を再開し、

死亡率を最小化にするべきだ」（グレート･バリントン宣言（オックスフォード大学のスネトラ・グプタ教

授、他提案））。「命か経済か。コロナ禍は先進国にとられた医療保険制度での新自由主義政策に起因す

る。なにが生きる上でなにが大切か。」（斎藤幸平）。「コロナの解決には医学が必要であるがウイルスのみ

が問題なのか。複雑な状況のなかで多くのことにフォーカスをあてながら理性の天秤のうえに化学、経済、

政治、環境など異なる知見をのせて均衡を図るべきである。科学だけでも、政治だけでも解決できない。

すなわち哲学が必要である（マルクス・ガブリエル）」。このほか「コロナのもたらした社会への影響は多

方面におよび官の民への関与の増加、縮小、倒産や消失した企業、改革迫られる働き方、オンライン教育

体制やリモートとヒューマンタッチの並行等形態の変わる教育、精神障害等感染症以外の疾病、自殺の増

加等、社会の変革、亀裂は多方面にわたる（佐藤優）」等、問題を医療のみでなくより大きな枠組みでとら

えるべきであるとの論評があります。 

報道をみる限り日本でとられている感染抑え込みに特化した方針には「コロナ禍の大転換期に国家と個人

はどう生き残るかべきか」についてはが見えてこない。 

＃ ロータリアンの今後の活動―なにが生きる上で大切かー 

以上のようなコロナ禍の現状を踏まえて今後のロータリー活動の在り方を模索してゆかねばなりません。

国際ロータリーではコロナへの対応として感染拡大阻止のため例会や行事の自粛のほか、これまでのポリ

オ撲滅の実績を活かして、地域の保健当局によるワクチン接種の支援をよびかけているに留まっています。

コロナは疾病としての社会への影響だけでなく、社会的、経済、教育、文化等多方面にわたります。さら

に少子・超高齢化社会の到来を考えるとコロナを契機に社会は大転換しつつあります。社会が大きく転換

する際には地域社会ではリーダーシップがもとめられ、これこそロータリアンにもとめられているもので

す。ロータリーはコロナ前の状況への回復を望むのではなく、会員それぞれの立ち位置を見極めて、社会

はなにを求めているのか、なにが生きる上で大切か、ロータリアン一人ひとりが考えなくてはならない時

点に来ています。 
 


